










学び舎の思い出学び舎の思い出シリーズ

高倉中学校・天下野中学校・染和田中学校・山田中学校
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　小学校１年生だった頃（昭和４０年）、高倉・天下野・染和田・山田中学校の統合により水府中学校新
校舎を建設するため、町田の文武館付近の山を整地した事があった。夏休みの時期に３年間、陸上自
衛隊（勝田駐屯地）がやって来て重機を使い山の木を取り除くなどした。重機は大型で、当時付近の
道は狭かったので町屋・西河内を経由して来ていた。自衛隊の隊員は、染和田小学校を宿舎とし、小
判型のヒノキのお風呂を５個ぐらい設置して入浴したり、大きな鍋で調理を行っていた。迷彩色の服や、
カーキ色のジープ、トラックがとても印象に残っている。
　近所に住んでいた僕たち小学生は隊員さんたちになついて、学校では禁止されていた隊員の宿舎に
入れてもらってお風呂を使わせてもらったり、隊の缶詰やようかんをもらったりした。隊員が使う寝
袋を生まれて初めて見たのをよく覚えている。
　校舎建設２年後に水府中学校体育館も建てられ、竣工式に当時日体大の学生だった体操で有名な塚
原光男夫妻が来村して、あん馬・吊り輪やマット運動を披露してくれた。　　　　　　　　（Ａ・Ｅ）
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　昨年の10月に市民交流センターで開かれたあるイベントに参加しました。テレビ出

演もしていて工作しながら子どもたちに遊びを教えてくれる方の催しでした。我が子

たちが小さかった頃、私も一緒にテレビで観ていたおなじみの方でそれは大変楽しい

ひとときでした。

　集まった子どもたちも楽しそうで、お母さん・お父さんも喜ぶ我が子の顔を見るの

は嬉しかったと思います。中には席を立って走り出してしまうお子さんもいて、ハラ

ハラするお母さんもいたでしょうが、子どもが大きくなった私にしてみると可愛いな

ぁと感じるコトしきりでした。私も昔はそうだったなと過ぎた日々を懐かしく思いま

した。

　ユースケはコミュニケーション能力に少し問題があって今でこそ落ち着いては来ま

したが、幼い頃は「多動」もあり人の集まる場所に連れて行くのも苦痛でした。座っ

ていられない、その事が私の気持ちを押し下げ、場所を選んで外出していました。

　そのユースケも地域の特別支援学校に通ってもう３年。もうすぐ卒業です。電車を

乗り継いで通うために何度も練習し、公共の場でのマナーを教え、陰から見守り「た

だいま。」の声を待ちながら今があります。学校の友達と電車に乗って遊びに行くと言

われたときには付き添うことまで考えましたが、担任の先生から「経験しないことは

覚えません。」と諭され今では毎月のように友達と遊びに行ってます。

　いろいろなことを自分で選択できる人生を歩ませたいと願っています。それには、

自分で体験するということが必要なのだと彼から教えてもらっています。場所を選ん

で外出していた私も、少しは外に出るようになりました。

　おかげさまでユースケは、春から社会人になります。職場の方々に支えてもらいな

がらきちんと勤めてもらいたいです。私はやはり、家にいて「ただいま。」の声を待っ

ていましょう。　　　　　　　　　　　　　　――わいわいネット　織田　裕子――
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『百姓母ちゃんドイツに行く！②』
ドイツのエコエネ生活
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　環境先進国といわれるドイツ。まず目に映ったのは
住宅やスーパー、ガソリンスタンド、空き地といたる
ところに設置されたソーラーパネル。ドイツは今太陽
光発電では世界で一番の発電量を誇っている。訪問し
た酪農家宅にも住宅屋根一面にソーラーパネル。自宅
で使った残りの余剰電力を２０年間固定価格で売電でき
るので、ほぼ１２年で設置費用１２００万円も原価償却で
きる試算らしい。パネルの寿命は３０年といえども、落
雷で損傷したりメンテナンスなど、いろいろ大変な面
もあるらしい。「ドイツは２０２２年には原発ゼロ、２０５０
年には再生可能エネルギー１００％にする政策を掲げて
いるんだよ。」と、高い目標に向かい行動する国民の
姿がみえた。
 ファームステイで宿泊した農家は牛舎と屋根続きの

３階建て。その地下室にはなんと薪で家中の暖房と給
湯ができる薪ボイラーがあった。各部屋には循環式の
温水ヒーターが設置してあり、これで室内はどこもあ
たたか。これは森林が身近にある田舎では普及してい
る設備のようで、地下に薪貯蔵庫と蒔き割り室まであ
る使い勝手の良さ。
 また、この村では農家９０軒が共同出資してバイオマ
ス発電施設を作っている。牛の糞尿や牧草・とうもろ
こし等を発酵させたガスを使った発電で、村人口の２
割にあたる４００世帯に電気が供給できているという。
自然エネルギーに囲まれて生活できるドイツの田舎は
すごいぞ！と思った母ちゃんでした。　（布施　美木）

民家の太陽光パネル




